


要約:神経管奇形に対する予防効果が示唆されている葉酸の作用と発症予防のメカニズム

を明らかにするため、高温によるマウスの誘発奇形モデルを用いて実験を行なった。その

結果、妊娠初期から葉酸を投与した群では、非投与対照群に比べて、奇形胎児が有意に増

加しており、ヒトでの推定を支持しないと思われる結果が得られた。一方、葉酸投与群で

は初期胚死亡率が対照群に比べて有意に多く、この初期死亡吸収胚と末期奇形例を合計し

た頻度は、対照群に比べて葉酸投与群で有意に低くなっていた。このことから、葉酸が器

官形成期における高温による奇形発生を抑制したがその後の奇形胎児の子宮内死亡も抑制

したために、見かけ上、末期の奇形が増加したという可能性が考えられるが、そのメカニ

ズムの詳しい解析とヒトとの相違点について更に検討を行なう予定である。


